
 

 

令和６年７月 25 日からの大雨災害に関する 

復旧・復興の取組み状況について 
 

１  公共土木施設の災害復旧工事（県工事分）の施工状況（令和７年 12 月 31 日時点） 

庄内総合支庁管内における災害復旧工事の発注状況 

項目 
災害査定 

金  額 
箇所数 

うち契約済 うち完成 

箇所数 率 箇所数 率 

道路関係 約 20 億円 51 49 96.1％ 27 52.9％ 

河川砂防関係 約 51 億円 121 74 61.2％ 4 3.3％ 

計 約 71 億円 172 123 71.5％ 31 18.0％ 

 

【一般国道３４４号の復旧状況】 

管内の総延長約 28 ㎞のうち、被災により 22 箇所の法面崩落や路肩欠損が発生。 

うち８箇所で復旧工事が完了しており、残りの箇所についても早期の復旧に努めて 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 荒瀬川の改良復旧状況 

護岸や橋梁の設計を行っています。また、現地では壊れた橋梁の撤去を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 小屋渕川の改良復旧状況 

応急対策として実施したブロック堰堤およびワイヤーネットは概ね完成しました。 

引き続き、恒久対策として砂防堰堤工事を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

庄内総合支庁長記者懇談情報提供項目 

令和８年１月 20 日(火) 
総務企画部総務課防災安全室 

(荒瀬川改良復旧工事、小屋渕川改良復旧工事含まず) 

着工前 撤去中 撤去完了 

荒瀬川（小平沢橋）撤去完了状況 

被災時 

344 

完成（R7.11.29撮影） 

国道 344 号（酒田市常禅寺地内）完成状況 

344 

小屋渕川 応急対策状況 

被災時 強靭ﾜｲﾔｰﾈｯﾄ工 完成状況 ﾌﾞﾛｯｸ堰堤工 据付完了状況 

（酒田市北青沢地内）作業中 

344 



 

４ 農地・農業用施設の災害復旧工事の施工状況（令和７年 12 月 31 日時点） 

庄内総合支庁管内における農地・農業用施設の復旧状況 

項目 復旧状況 

農   地 約８割で復旧完了 

農業用施設 約８割で復旧完了 

  

【災害復旧工事（県営）の施工状況】 

草薙頭首工管理道路 
実施設計完了。本復旧工事は国の河川復旧工事完了後、令和８年度発

注予定 

北楯大堰用水路 復旧完了（令和７年５月 29 日） 

 

【災害復旧工事（受託県営）の施工状況】 

農地等（酒田市） 

・李  代
す も も だ い

 地区 

・前  田 地区 

・常禅寺 地区 

令和７年度の復旧工事は、年度末の 

完了に向けて実施中 

頭首工（庄内町） 

・片倉地区 
復旧工事実施中 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 営農支援 

(1) 大沢地区 
・ 酒田農業技術普及課では、大沢地区の方々が栽培に取り 
組んでいる「マコモタケ」の作付農地の選定、土壌分析に 
よる施肥指導、生育期のほ場巡回による栽培管理指導等を 
実施してきました。 
・ 令和８年も、地区の営農意向に対応した栽培品目への技 
術指導を継続していきます。 

(2) 刈屋地区 
・ 刈屋地区では、梨園地 40ha のうち８ha が棚上までの浸水被害を受けましたが、そ 
の後の復旧作業もあり、令和７年は約 36ha で刈屋梨（日本なし）の栽培が行われまし 
た。開花期の低温や夏期の高温乾燥の影響で、平年よりやや少ない収量で小玉傾向でし 
たが、品質は平年並みでした。 
・ 酒田農業技術普及課では、ＪＡ庄内みどりと連携し、４月から 11 月にかけて、浸水 
による花芽の数や枝の伸び、葉色等への影響を調査しながら、受粉対策、枝の管理や病 
害虫対策、剪定等の指導を行いました。 
・ 令和８年は、これまでの指導を継続するとともに、被害梨園地の改植に向けた植栽方 
法や土壌改良等の技術指導等も実施していきます。 

 

 

 

 

担当 総務課防災安全室 室長補佐   池田 誠司 電話：0235－66－4791 

農村計画課 国営事業対策主幹  佐藤 忠義 電話：0235－66－5542【4】 

酒田農業技術普及課 課長補佐  清野 仁  電話：0234－22－6521【5】 

建設総務課 副主幹(兼)課長補佐 大川 哲  電話：0235－66－5723【1～3】 

李代 農地土砂撤去完了(R7.12) 前田 水路土砂撤去中(R7.12) 常禅寺 農地土砂撤去中(R7.12) 


